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調査地は、西大寺護団院内の北部に位置する。

庫裡改築にともなう事前調査であり、東西7m、南北3m、

面積21mの調査区を設定した。今回の調査区から東へ約

7mの位置が1985年度に、北へ約 7mの位置が1987年度

はじめに

』による。

また、底には礎盤石と思われる拳大の石が置かれていた。

1987年度調査で検出した奈良時代以前の掘立柱南北塀

型式番号は『西大寺防災施設工事 発掘調査報告
に発掘調査されている(r西大寺防災施設工事・発掘調査報
告舎j西大寺 1990)。調査期間は2001年9月12日から21日

SA06の柱穴の南延長上に位置するが、 SX882は整地土

中(中世以降)で検出したため、時期が合わない。その他、

1987年度調査で検出した奈良時代以前の掘立柱南北塀

SA07の南延長上では、関連の想定される遺構は確認さ

である。

基本層序現地表面の標高は73.9mであり、基本層序は、

地表面から表土(賞灰色砂質土を含む、現地表下0.6m前後まで)、

灰褐色砂質土、時灰褐色粘質土(上記2層は1987年度調査

れなかった。

土坑SK883は中世以降のものであり、池山面を掘り込

んでいる。検出したのは東南肩の部分であり、北側およ

び西側は調査区外へ続く 。これは1987年度調査で検出し

た中世の南北溝SD406( r年報1988JではSD09)の延長部

分の可能性がある。 SD406は鎌倉~室町時代の区画溝の

可能性が指摘されている。

その他、調査区中央付近の地山面で西から東へ20cm以

上下がる段差を検出した。

出土遺物 出土した遺物は土器、瓦碍類、木製品である。

瓦樽類は表22の通りである。奈良時代のものも含むがほ

とんどは中世以降のものである。また、前述したように

の所見では中世以降の整地土層)、黄褐色砂質土(地山、標高

73.05m以下)の順である。

検出遺構検出した遺構は、柱穴、 土坑、溝である。

柱穴SX881は、 1985・1987年度調査で検出した奈良時

代の掘立柱東西棟建物SB200( r1988平減概報jではSB01)

の北庇の酋延長上1O.3mに位置するため、これと一連の

可能性がある。隣接する柱穴は調査区外に推定されるた

め、柱聞は不明である。

柱穴SX882内には、長さ34cm、幅 6cmの柱根と思われ

る木片が遣存していた。樹種はコウヤマキである。

柱穴から木片が出土した。その他、調査区南壁の黄灰色

砂質土層内(標高73.l-73.3m)および南排水溝から、凝灰

岩片が8点出土した。幅3cm以上の切り欠きをもつもの

もあり、羽田石なと寺基壇外装石材の一部であった可能性
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